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中華人民共和国は盟国六O周

年を迎え、
「偉大な中国」
の国

威発揚がしきりに
図
ちれてい

る。
しかし重要な問題は、
果た

して中国が国造りに成功したの

かどうかという切実な聞いであ

り、
そのためには建国の理念と

現実の検
証
がぜひ
必
要であろ

－っ。毛
沢
東は
中国革命の
過
程で

は、
「新民主主義輸」
などを脱

いて、
中国の政治体制は共産党

の一
党独裁ではなく、
「連合政

堕
であるべ
きととをしきりに

強鏑していた。
対外的には「平

和五原則」
外受が推進され、
漸

進的な社会主義改造が目標とさ

れた。ととろが「抗米援朝」
の
朝鮮

戦争に臨むなかで、
毛沢東や中

間

文

新日l笠
北海道は世帯い・・．．．．

 

（原子修「原郷創造」
よ

り）

中嶋嶺雄
化

国共産党が民衆に約束してきた

建国の理念が見捨てちれ、
国民

とくに農民は大きく謹切ちれて

ゆく。
自ちの土地を持ねという

長一昨の夢が土地改革で叶っ
たの

も束の問、
合作社による農
業集

団化が始まっ
た。
革命直後かち

の鎖反（反
革命鎮圧）
運動や三

反五反（

汚職などの追放）
運動

揖公社の失敗は自然災害と大飢

鐙をもたらレ、
毛沢東を批判し

た彰
徳懐国防部長が失脚した半

面、
毛沢東は国家主席の辞任に

追い込まれて、
劉少奇が後任と

なっ
た。

劉少奇・
郵小平ち実権派の政

策によっ
て経済は回復するが、

中ソ対立もあっ
て「階級闘争を

争や中

越戦争も
勃発し、
圏内的

には林彪異変という深刻な事件

も発生した。

対外的には米中接近によっ
て

大きく方向転換し、
周恩来・
毛

沢東という領袖の死を経て郵小

平が復活、
七八年末からは「四

つの現代化」
を掲げた「改革・

開放」
政策が始まっ
た。

とのととは他面で政治の民主

化を求める学生・
市民間の動き

となり、
ペ
レストロイカの旗手

お当
い

離
し
た
理
念
と
現
実

政治に
よる
多くの
犠牲者 、
農民の
貧困 、
人権
抑圧：：

勝れるな」
とい
う毛沢東の
復

嘗
劇が始まっ
てゆく。
毛沢東

は北京かち上海に脱出し、
江育

夫人の文芸サロンの面々
、
後に

「四人組」
として逮捕される挑

文元ちの文芸批判によっ
て文化

大革命が開幕、
六六年夏には紅

衛兵が大量出現して世界を驚か

せた。
権力闘争の大衆運動化と

い
う毛沢東政治は
以段「0年

間、
中国社会に様々
な傷痕を残

して終わっ
た。
乙の問、
中ソ戦

によっ
て、
いわゆる皮

革命分子

も大量に処刑された。

その直後にソ連の「スターリ

ン批判」
に直面した中国共産党

は、
雷愉緩和の「百花斉放・
百

家争嶋」
運動を始めたが、
一
年

半後には毒草刈りの反右派闘争

に転じ、
翌五八年かちの大躍進

・
人民公社の
コニ面紅旗」
運動

に突っ
込んでいっ
た。
との時期

は、
台湾の金門・
馬祖島を砲撃

した
臨戦体制下にあっ
たが、
人

口問を生み出してきた。
今年

1月には現代美術を世界に

発信してきた
東京画廊（銀

座）
で個展「漕軽／TSU

GARU」を聞いたばかり。

今回、
新作「原郷創造」
を

はじめ、
海やカレワラ（フ

ィンランドの
叙事詩）
をテ

ーマにレた代表作加点が大

集合ぃvvν

にとbセは、

またとない明報だろう。

そもそも、
公立美
術館が

存

命密家の個展を1カ月も

の長期間にわたっ
て開くの

は極めてまれなととだ。「領

域を広げていきたい。
絵画

など他分野との接点を考え

る契機になれば」
と北
涯坦

「北の光をうた

うl中野

北演の世界」
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展（四日まで
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代美
術館）の会場に入ると、

詩人・
原子修の長編詩「原

郷創造」
の一
節H写真、
部

分
Hが
自に
飛び
込んでき

た。
紙かち文字が浮き上が

っ
ている、
と言っ
てもよい

光震だっ
た。

中野北漢民、
mw歳。
畏身

の大きな体を動かしスケー

ルの大きな詩情あふれる作

国際交流基金賞

アク1ニン氏らに

〔第311鄭便物館可〕

各部門受賞者決定

今
年度の国

際交流基金貨の各

部門の受賞者がこのほど決まっ

た。
授賞式は6日
午後6時半か

ち
東京
都港区のホテルオlクラ

ゴルバチョ
フ密記長の肪中と匿

なっ
た八九
年春は民主化の実現

が期待されたが、
六・
四「血の

日晒臼」の
茨按門店件が起とり、

歴
史的な
餌
躍
を
刻んでしまっ

た。
郵小平主導下で趨紫陽は失

脚、
江沢民が後継の総密記に任

命された。
中国の悲劇を代償に

東欧・
ソ連の社会主義体制は崩

壊したけれど、アジアには中国、

北朝鮮といっ
た社会主義独裁体

制が残っ
ている。
現在の胡錦鴻

・
温家宝体制には政治改革や人

権軍視が期待されたが、
最近の

チベッ
ト騒乱やウイグル暴動へ

の対処に見ちれたように、
強権

政治を継続している。

とのように見てくると、
建国

六O年の中国の前半ほぽ一二O年

は、
「毛沢東思想」
によるH貧

困のユ
ートピアH
を求めた時代

であり、
後半のほぼ＝一O年は郡

小平理論による「改革・
開放」

具体的には「先宮愉」
の時代で

あっ
たと総括できよう。

しかし、
そもそも陸民
革命で

あっ
たはず
の
中国革
命の結果

樹立された共和国において、
最

近の「三農問題」
に見ちれるよ

うに、
盛毘が
依
然として
貧困

に
哨いでいる現
状を直
視すれ

ば、
建国六O年の
国造りは、

成功したとは雷いがたい。
だと

すれば国家による抑圧がなく、

との
点では一
人の
犠牲者も出

していない戦後日本の航跡を、

建国後にも膨大な数の
犠牲者

を出し続けてきた中国の指導者

は、
ぜひ見習っ
てほしいもので

ある。
（なかじま・
みね
おH国際教護

大学長、
現代中国学）

現代の人聞が使一
O第叩回現代俳句
望2

っ
ている言葉を一
年度作
品質
村固まさる

書く。
乙の主張一
さん（飽）の「セザンヌの

は、
深く理解し一
色」
と、
東
金
夢
明さ
ん

感動できる雷襲一（引）の「窯変」
に決まつ

を取り上げてい一
た。
同貨は俳誌などに発

とうという訴え一
表
さ
れた
作
品
切
句
が対

でもあっ
た。
一
象。

郷土へ
の強い一
村田さんは

北九州市小

思いを霞闘し
k

原詩。
中野民は

言
葉
を
受け
止

め、
対話し、
強

い意志の力を持

っ
て脅としての

自らの表現に練り上げてい

る。
今回の新作かちは、
余

白が少し後退した。
言葉と

の格闘が紙面か

ち膨張するよう

なエ
ネルギーと

して放射している。
驚嘆さ

せちれる。

へ
の
問
い
か
け

立近代美
術館の新明英
仁学

芸第一
線長は話す。

中野民が郷里をテlマに

した宿に挑んできた点が密

展開催にあたっ
て考慮され

た、
そういう類推も成り立

つ。
海、
光、
風：：：北方の

文化に特
徴的なモチーフを

繰り返し取りあげてきた密

業。
少し誇張して雷うなら

へ
と広がり、
ぐるりと地球

を一
回りして、
再び北の大

地に戻っ
てきた、
と。

師・
金子鴎亭が提唱した

曾の分野「近代詩文密」
に

ついても考えさせちれる。

今乙の時代を生きる密家と

して何を書くのかという問

題だ。
中国の漢詩文や
平安

時代の和歌だけではない。

で。
受賞者は次の通り。

マ文化芸術交械部

門H作家、

ポリス・
アクlニ
ン民（日本文

学をロシアに紹介するなど、
日

露の文化交流に貢献）
マ日本語

部門
H全米日本語教
師会連
合

（米国におりる日本語教育の発

展に貢献）
マ日本研究・
知的交

氷柱の切っ
先を心臓に突

き刺したまま／だまっ
て北

半球の孤独に己をさちす／

わたしが／もっ
とも好きで

す（同）

【桐山正寿｝

H随時掲載します

。第回目オール読
物新

人民（文芸春秋主催）

緒川剰々
子さんの「甘味

中毒」
と、
森屋寛治さん

の「オデカケ」
に決まっ

た。
緒川さんはn年神奈

川

県出身。
清泉女子大文

学部卒。
主婦、
石川県在

住。
森屋さんは位年山梨

県出身。
早稲田大第二
文

学部中退。
イラストレー

ター、
東京都在住。
受賞

作は『オlル続
物』
日月

号（幻自発売）
に掲載さ

れる。
賃金各印万円など

が贈ちれる。

。第8回このミステリ

ーがす己い！大賞（宝島

社、NECビッ
グローブ、

メモリーテック主催）

太朗想史郎さんの「東暁

ポリス・アク一二ンE

流部門Hア1サ1・
ストッ
クウ

ィン前オッ
クスフォ
ード大日産

日本間題研究所長〔英国を代表

する日本研究者として現代日本

政治の研究に優れた業績）

。国
際交涜基金賞受賞記念、

ポリス・アクlニン民鰐演会

9日時時、

東京都文京区本郷の

倉南区在住で、
「檀」
な

どに所属。
東金さんは東

京都板橋区在住で、
結社

には所属していない。

表彰式は

幻自午後1時

か色、
東京・
東天紅上野

店で開かれる第紛回現代

俳句全国大会の席上で行

われる。
飽」
と、
中山七里さんの

「さよならドビュッシー」

に決まっ
た。
また
優秀賞

に伽古屋圭市さんの「攻

略遊技」
が選ばれた。

太朗さんは叩年和歌山

県出身。
小6かち中学卒

業
までロ
ン
ドン
で
過ご

す。一
橋大商学部卒。
無

職、
茨城県在住。
中山さ

んは剖年岐車県出身。
京

都花園大国文学科率。
会

社員、
千葉県在住。
伽古

屋さ
ん
は
η
年大阪
府
出

身。大阪
市立
都島工高卒。

同市笠附職員として9年

間勤めた後、全国を放浪。

現在はパチプロ、
愛知県

在住。
大賞には各600

万円、
優秀賞には200

万円が贈ちれる。

東京大本郷
キャ
ンパ
ス
法文2

号館1番大教室。
「日本と私」

のテlマ
で
講演する。
司会は

沼野充義・
東京大教授。
通駅あ

り、
無料。
要事前予約。
申し込

みは国際交
柿基金情報センター

（am－
5369・
6075）

へ。

よみがえる浮世絵一一
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